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平成 28年（2016）11 月

備陽史探訪の会の目的

備後を中心とした地域
の歴史を研究し、愛郷
の精神を涵養する。
（会則第１章第２条より）

行事参加の
お申込は

「要申込」のある各行事参加
の申込は以下のいずれかより
お申込ください。
◎公式サイトの参加申込フォーム
　「http : bingo-history.net」
◎事務局へメール
　[info@bingo-history.net]
◎田口会長宅へ電話
　[084-953-6157]

〔備陽史探訪の会事務局〕
〒 720-0824
広島県福山市多治米町5-19-8
TEL&FAX 084-953-6157
E-mail info@bingo-history.net

公式サイト
http://bingo-history.net

2016（平成 28）

行事案内
11月号

11 月・12 月・1 月の行事日程一覧

事務局便り

11 月 5 日（土）【ぶら探訪 44】（要申込）
　　「駅家町大橋を歩く」

11 月 13 日（日）【バス例会】（要申込）
　　「元禄浪漫 播州赤穂城跡と周辺歴史地区を巡る」

11 月 20 日（日）【測量調査】（要申込）
　　「山手銀山城測量調査 14」

11 月 25 日（金）【分布調査】（要申込）
　　「中世石造物調査 37（本郷町）」

12 月３日（土）【ぶら探訪 45】（要申込）
　　「向東を歩こう～７つの島から成る歌島～」

12 月 11 日（日）【歴史講演会】
　　「三次盆地の古墳時代～特に三次地域の古墳の特色について～」

12 月 11 日（日）【年末恒例】（要申込）
　　「望年会 in 月見櫓」

12 月 24 日（土）【分布調査】（要申込）
　　「中世石造物調査 38（新市町）」

1 月 28 日（土）【年始恒例】（予定）
　　「講演会＆総会＆新年会」

11 月・12 月のぶら探訪は、ちょっといつもと違うぶら探訪です。
そうです。駅とかじゃありません。徒歩での参加はちょっと厳し
いかもしれませんが、ひとつの試みとしてご了承ください。あと、
集合場所が難解！？かも？。というわけで行き方を少々念入りに
してみました。◇今回から「びんご歴史クイズ」の解答を切り取っ
て応募できるようになりました。ハガキで応募される方は、ぜひ
ご利用ください。

11 月 12 日（土）【近世・近代史部会】「近世福山を読む」
11 月 19 日（土）【中世史部会】「中世を読む」
11 月 25 日（金）【古文書講座】「古文書入門」
11 月 26 日（土）【古代史部会】「古墳講座」
12 月 10 日（土）【近世・近代史部会】「近世福山を読む」
12 月 24 日（土）【古文書講座】「古文書入門」

※ 12 月の「古文書入門」第４金曜日の午前中です。
※ 12 月の「中世を読む」「古墳講座」はお休みです。
※ 12 月の「銀山城調査」は日程未定ですが開催します。
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中世石造物調査 37
11月25日（金） 分布調査

　第三十七回目は、本郷町を調査します。
事前の所在確認や調査カード作成をお願いします。

【集　合】　午後１時 30 分
　　　　　松永支所　駐車場
               ( 西部市民センター）
　　　　　　（ 松永町三丁目 1 番 29 号）

【その他】
※雨天の場合は中止し、後日実施。実施可能かどうか、

微妙な天気の際は、田口会長宅へ電話での確認を
お願いします。

※ 12 月 24 日（土）は新市町で実施する予定です。

要
申込

山手銀山城測量調査 14
11月20日（日） 測量調査

　山手銀山城の測量調査が再開します。測量してみた
い方、見学だけの方、初めての方の参加も歓迎です！

【集　合】　午前９時
　　　　　里山広場（弘法の水の南側）

【その他】
※午後４時頃解散予定。
※お弁当・飲み物・筆記用具を持参してください。
※雨天の場合は中止します。

要
申込

駅家町大橋を歩く
11月５日（土） ぶら探訪 44 要

申込

今回は利用可能なバスの便はありません。最寄
駅は福塩線近田駅ですが、徒歩で 30 分ほどかかり
ます。ご了承ください。なお、車は大橋会館の駐車
場が利用可能です。

｛福山方面からの車での行き方｝
石原トンネルを抜け左折→土手道を走り「山守橋
南詰交差点」を過ぎる→土手道から道なりに左へ
（県道 396 号）→約 1.4 ｋｍほど進むと右手方向
に「いこうスーパー」あり→そこの四辻を左折（少
し狭い道です）→ちょっと進むとすぐ右手に広い
駐車場が見えてくる。ここに駐車してください。
（左手が大橋会館です）

芦田川
大橋会館

いこうスーパー

県道 396 号 山守橋南詰交差点

【集　合】　午前 9 時　
　　　　　大橋会館
　　　　　　　（ 駅家町大橋 328-1）

【参加費】　100 円（会員）　　300 円（一般）
【講　師】　山岡　佑佳（中世史部会幹事）

【主な見学】
艮神社、四ツ堂３箇所、水野家家臣石黒氏の墓所（大
橋に土着して現代まで続く）、馬屋原重帯の寿蔵碑
および墓など

【その他】
※飲み物持参、歩きやすい服装・靴で参加。
※解散は 12 時頃、大橋会館にて

中
世
石
造
物
調
査
、

山
手
銀
山
城
測
量
調

査と
も

、ど
な
た
で
も

参
加で
き
ま
す

。お

気

軽に
ど
う
ぞ

。

平板測量を用いた
縄張図の作成を行います。
経験のない方、見学だけの
方もＯＫ！山城に興味のある

方ならどなたでも
参加できます。
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要
申込11月13日（日） バス例会

【集　合】　午前７時 50 分（8：00 出発）
　　　　　ＪＲ福山駅北口観光バス乗り場

【参加費】　4,500 円（会員）　
　　　　　5,000 円（一般）

【募集数】　47 名
【講　師】　河本　正二（近世近代史部会幹事）

【その他】
※帰着は福山駅北口午後５時３０分予定
※飲み物・弁当持参
※歩きやすい服装・靴で参加。

播州赤穂は“忠臣蔵のふるさと“の地として
物語に登場してくる重要な舞台の一つ。また
瀬戸内海に面し、赤穂浅野家が心血注いで造
営して来た塩の国でもあり、北前船の寄港地
として塩などで富を貯えた歴史地区もありま
す。赤穂の歴史に触れながら元禄の時代にタ
イムスリップして下さい。

元禄浪漫  
播州赤穂城跡と
周辺歴史地区を巡る

【主な見学地】
①赤穂城跡
　赤穂浅野家初代浅野長直により慶安元年 (1648）から13
年の歳月をかけて築かれた、変形輪郭式海岸平城。甲州
流軍学による縄張りがなされ、昭和 46 年国史跡に指定さ
れている。

②花岳寺
	 藩祖浅野長直が正保２年建立した曹洞宗永平寺派の寺院。
浅野、永井、森家代々の赤穂藩主の菩提寺。浅野内匠守
や大石内蔵助他四十七士の墓も並ぶ。山門はもと赤穂城
塩屋総門で市指定文化財。

③大石神社
　赤穂城三の丸の大石内蔵助屋敷跡に大石内蔵助他四十七
士を祭神として大正元年建てられた。大願成就を願う人々
により崇敬を集めている。宝物殿には多くの書状、吉良上
野介邸絵図面、国指定史跡の大石良雄宅長屋門や庭園な
どが保存公開されている。

④坂越歴史地区
	 古代の秦野河勝や児島高徳等の伝説を伝える古い港町。中
世以降廻船業が栄え北前船
の寄港地になる。伝統的歴
史的建物群は景観形成地区
に指定されかつての港町を
偲ばせる風情が今なお残っ
ている。

びんご歴史クイズ20
びんご歴史クイズ全問正解者に「ぶら
探訪参加券」をプレゼント！６枚綴り
になっており、しかも、会員・一般共
通という太っ腹企画！（但し、換金、
転売はご容赦を！）
全問正解者が多い場合は抽選とさせて
いただく場合もあります。あらかじめ
ご了承ください。
○応募申込は

事務局宛てにハガキで応募、
（左の点線で切り取って答えに○し
てハガキに貼ってください。アン
ケートもよろしくお願いします）
もしくはインターネットの公式サイ
トの応募フォームから
※電話での受付はありません。

○応募締め切りは
　11 月 20 日（日）まで
※正解と当選者の発表は会報 193 号
で。

①　福山市内で最初に発見され学会に報告された
　　貝塚は？
　イ）　洗谷貝塚　　ロ）　木之庄貝塚　　
　ハ）　馬取貝塚　　ニ）　大門貝塚
②　南朝の忠臣として有名な備後の武将は？
　イ）　有地元盛　　　ロ）　杉原盛重　　
　ハ）　桜山慈俊　　　　ニ）　三吉覚弁
③　次の郡の内、備後１０万石に含まれたことが
　　ない郡は？　
　イ）　品治郡　　ロ）　御調郡　
　ハ）　安那郡　　ニ）　神石郡
④　次の学校の内、廃校となってしまった私学は？
　イ）庄原英学校　　　ロ）　福山電波高校　　
　ハ）　門田高等学校　　　ニ）　増川高等学校
⑤　赤穂浪士の内、備後に仮住まいしていたのは？
　イ）三村次郎左衛門　　　ロ）　菅谷半之丞　　
　ハ）　大高源吾　　ニ）　間十次郎

（アンケート）
備後圏内で興味のある場所は？モノは？

↓点線で切り取ってハガキに貼って応募してください。
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会
員
の
野の

も毛
幸
司
さ
ん
が
「
ウ
イ
ン

ク
」
10
月
号
に
登
場
！
う
ん
？
誰
？
そ

れ
？
と
思
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
会
の
行
事
参
加
は
「
た
ま
～

に
」
の
会
員
さ
ん
な
の
で
知
ら
な
い
人
の

方
が
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
実
は
知
る

人
ぞ
知
る
「
福
山
城
研
究
家
」
で
あ
り
、

そ
の
キ
ャ
リ
ア
は
20
年
ほ
ど
。
さ
ぞ
や
の

御お
ん
た
い大

？
な
感
じ
で
す
が
、
探
訪
の
会
の
若

手
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
り
ま
す
。
さ

シ
」
に
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
研
究
成
果
が
発
表
で
き
る
と

よ
い
で
す
ね
。
今
後
と
も
お
お
い
に
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

し
ず
め
伏
竜
鳳
雛
…
…
！
か
も
し
れ
ま
せ

ん
（
笑
）。

　

現
在
Ｒ
ｉ
ｍ
福
山
で
展
示
さ
れ
て
い
る

福
山
城
模
型
を
制
作
さ
れ
た
和
久
井
さ
ん

と
共
に
登
場
で
す
。
野
毛
さ
ん
は
、「
な

る
ほ
ど
！
福
山
城
の
〝
実
は
…
〟
な
ハ
ナ

備
後
歴
史
研
究
会
新
聞
第 10号

野
毛
幸
司
さ
ん
の
福
山
城
コ
メ
ン
ト
が

　
　
福
山
・
備
後

　
の
地
元
誌

「
ウ
イ
ン
ク
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
！

10
月
号
ウ
イ
ン
ク
は
パ
ン
屋
さ
ん

特
集
で
リ
ム
の
本
屋
さ
ん
は
売
り

切
れ
で
し
た
。

ウ
イ
ン
ク
の
ほ
ぼ
真
中
あ
た
り

の
頁
で
す
。
現
在
リ
ム
ふ
く
や

ま
で
福
山
城
模
型
を
展
示
中
の

和
久
井
さ
ん
と
福
山
城
研
究
家

の
会
員
の
野
毛
さ
ん
の
取
材
記

事
で
す
。

福山城模型の対面に展示された中世史部会製作の銀山城紹介パネ
ルです。展示面がガラス張りで、スペースが広いということもあ
り、ちょっと見えづらい感じではありますが、一枚一枚のパネル
はなかなかのものです。長いスパンで使用していく予定です。ち
なみに左側の福山城築城以前の芦田川の様子は瀬良泰三さんの作
です。Rim に寄られたら２ＦへＧｏです。

リ
ム
で
11
月
30
日
ま
で
展
示
さ
れ

る
福
山
城
模
型
。
１
／
60
の
サ
イ

ズ
だ
そ
う
で
す
。
一
見
の
価
値
あ

り
で
す
。
改
め
て
福
山
城
郭
の
立

派
さ
を
実
感
で
き
ま
す
。
城
内
に

は
ミ
ニ
侍
が
15
体
い
る
そ
う
で
す
。

探
し
て
み
て
ネ
。

田
口
会
長
と
福
山
城
模
型
を
製

作
さ
れ
た
和
久
井
裕
道
さ
ん
。

築
城
四
百
年
を
目
前
に
話
が
ハ

ズ
ん
で
お
り
ま
す
。
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国
宝　

明
王
院
五
重
塔
、
こ
の
本
尊

は
、
市
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
大

日
如
来
坐
像
」
で
し
た
。
こ
れ
が
、
実
は

弥
勒
菩
薩
だ
っ
た
！
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
た
の
は
今
年
の
十
月
で
し
た
。「
え

え
っ
？
」
と
驚
か
れ
た
方
も
「
ほ
ぉ
、や
っ

ぱ
り
な
…
」
と
頷
か
れ
た
方
も
、
記
憶
に

新
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

以
下
、
記
事
を
抜
粋
し
ま
す
。

〔
山
陽
新
聞　

デ
ジ
タ
ル
版
〕

　

仏
像
は
高
さ
５
２
・
５
セ
ン
チ
。
五

重
塔
が
建
立
さ
れ
た
南
北
朝
時
代
の

１
３
４
８
年
と
同
時
期
に
作
ら
れ
た
と
さ

れ
る
。
１
９
９
３
年
に
不
動
明
王
、
愛
染

明
王
の
２
体
の
脇
侍
と
と
も
に
「
木
造
大

日
如
来
坐
像
及
び
両
脇
侍
（
不
動
明
王
・

愛
染
明
王
）
坐
像
」
の
名
称
で
市
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
２
０
０
５
年
に
広
島
大
の
研

究
者
が
、
独
自
調
査
で
仏
像
が
大
日
如
来

で
は
な
く
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
。
こ
れ
を
受
け
、
明
王
院
や
地
元
の
市

民
グ
ル
ー
プ
か
ら
市
教
委
に
調
査
を
求
め

　

堤
さ
ん
は
、
以
前
、
会
報
に
も
よ

く
投
稿
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

１
９
８
５
年
刊
行
の『
山
城
志
第
８
集
』

に
投
稿
さ
れ
た
の
が
「
明
王
院
五
重
塔

の
相
輪
伏
鉢
陰
刻
名
に
つ
い
て
」。

　

ス
ト
ー
バ
に
つ
い
て
調
べ
て
い
て
、

五
重
塔
の
伏
鉢
の
銘
に
気
付
か
れ
た
と

の
こ
と
。も
ち
ろ
ん
新
聞
の
よ
う
に「
弥

勒
菩
薩
と
縁
を
結
ぶ
た
め
に
建
立
さ
れ

た
」
な
ん
て
銘
が
入
っ
て
い
る
わ
け
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

実
際
の
銘
は
次
の
通
り
。

　
　

右
夫
普
為
令

　
　

遂
兜
卒
上
詣
願
望

　
　

結
龍
花
下
生
来
縁

　
　

積
一
文
勧
進
小
資

　
　

成
五
重
塔
姿
大
功

　
　

順
送
諸
縁
同
利
益

　

こ
の
文
面
よ
り

「
以
上
の
よ
う
に
、

貞
和
四
年
に
建
立

さ
れ
た
明
王
院
五

重
塔
は
、
当
時
の

浄
土
信
仰
に
結
び

つ
い
て
信
仰
さ
れ

た
弥
勒
信
仰
に
も

と
づ
い
て
、
建
て

ら
れ
た
こ
と
が
、

る
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

今
年
８
月
、
市
文
化
財
保
護
審
議
会
が

再
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
仏
像
の
手
の

ひ
ら
に
直
径
約
1.5
セ
ン
チ
の
穴
が
あ
る
の

を
発
見
。
そ
こ
に
弥
勒
菩
薩
が
持
つ
宝
塔

が
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
ま
た
、
五
重
塔
の
屋
根
の
伏

鉢
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
「
弥
勒
菩
薩
と
縁

を
結
ぶ
た
め
に
建
立
さ
れ
た
」
と
い
う
趣

旨
の
文
言
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
像

を
囲
む
四
本
の
柱
に
描
か
れ
た
36
の
仏
の

中
に
大
日
如
来
が
描
か
れ
て
お
り
、
仏
像

が
弥
勒
菩
薩
で
あ
れ
ば
「
金
剛
界
三
十
七

尊
」
が
そ
ろ
う
こ
と
―
な
ど
が
根
拠
と
な

り
、
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

　
「
約
10
年
間
に
わ
た
っ
て
関
係
者
の
関

心
を
集
め
た
謎
に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ

た
」
そ
う
で
、め
で
た
い
事
で
す
ね
、ス
ッ

キ
リ
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
し
か
し
で
す
ね
！
我
が
探
訪

の
会
で
は
、
三
十
年
も
前
に
元
会
員
の
堤

勝
義
さ
ん
が
、
五
重
塔
の
弥
勒
信
仰
に
言

及
さ
れ
て
い
た
の
で
す
よ
！

堤
勝
義
さ
ん
の
明
王
院
五
重
塔
弥
勒
信
仰
説
が

　
　
証
明
（
？
）
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ネ
。

陰
刻
銘
に
よ
り
わ
か
る
の
で
あ
る
」
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
一
文
勧
進
で
建
立
さ
れ
た

話
は
広
く
流
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
問
題

は
「
兜
卒
」
の
方
だ
っ
た
よ
う
で
…
…
。

　

市
教
委
の
「
大
日
如
来
」
の
判
断
理
由

は
両
手
の
指
を
組
み
合
わ
せ
た
「
印
相
」

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
五
重
塔
内

部
に
あ
っ
た
の
は
「
兜
卒
天
曼
荼
羅
図
」

だ
っ
た
と
か
？

　

ま
あ
、
当
時
の
市
教
委
の
判
断
に
つ
い

て
は
お
い
て
お
い
て
で
す
ね
、
三
十
年
も

前
か
ら
、
五
重
塔
の
弥
勒
信
仰
を
説
い
て

お
ら
れ
た
堤
さ
ん
、す
ご
い
で
す
ね
。『
山

城
志
第
８
集
』
は
他
に
も
濃
い
目
の
記
事

満
載
で
す
。
読
み
た
く
な
っ
た
方
は
、
図

書
館
へ
Ｇ
Ｏ
で
す
！
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向東を歩こう
　～７つの島から成る、歌島～
【集　合】　午前 9 時　
　　　　　ユーホー向島店駐車場
　　　　　　　（ 尾道市向東町字蔵本谷沖 1008-1）

【参加費】　100 円（会員）　　300 円（一般）
【講　師】　峯松　俊彦・岡田　宏一郎
【主な見学地】
水場…尾道港に出入りする船へ給水船を使って給水
してきた
石切場…箱石と言う地名で今も残る
墓苑頂上にて…巨石が神聖化され、岩に名前が付
けられている。
西堤寺と木造観音菩薩立像及び田植え観音、森
金八幡宮など

【その他】
※飲み物持参、歩きやすい服装・靴で参加。
※解散は正午頃

12月3日（土） ぶら探訪 45 要
申込

尾道・向東を俯瞰し、かつて７つの小島であった
というこの島々を眺めてみましょう。古くから塩
田が広がった村、全国各地へ切り出された石切場、
海辺でありながら良質の水を供給した水場、など
をぶらり探訪していきましょう。
　また、田植え観音とも呼ばれる伝説を持つ西提
寺の観音像、かの平清盛がやってきたと伝える古
地名なども遠望したいと思います。

｛福山方面からの車での行き方｝
※まず「旧尾道大橋」を渡りましょう。
バイパス２号線→高須インター手前で「しまなみ
海道」方向へ左（すぐ二手に分かれますので、右
のしまなみ海道本線の方へ入ります）→しばらく
「しまなみ海道」を走り、「尾道大橋出入口」の看
板で左手へ→そのまま「旧尾道大橋」をわたる
（※２号線で来る場合は「尾道大橋入口」の交差
点を右折して「旧尾道大橋」をわたってください。）
※橋を渡った後は下の地図を参照して下さい。
旧尾道大橋→そのまま国道 317 号線を走り続け
「二番潟」交差点で右折→「東西橋」交差点で右
折→ユーホーが目視できるので、入り川沿いを走
り橋を右折。

｛尾道渡船を利用する場合｝
尾道駅から海沿いを東へ約 800 ｍ（徒歩約 15分）
で「尾道渡船フェリー乗り場」。約 5分間隔で出
ます。（大人１人 100 円）車は２台乗れます。下
船してからユーホーまでは約550ｍ（徒歩約7分）

二番潟は行止まり
になっているので、
すぐわかります。
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12月11日（日） 年末恒例

要
申込

所
在
地　

府
中
市
上
下
町
有
福

比
高　
　

約
一
三
〇
メ
ー
ト
ル

築
城
者　

不
詳
（
土
肥
実
平
か
）

城
の
歴
史　

備
後
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置

す
る
、
上
賀
茂
神
社
領
有
福
庄
を
眼
下

に
睥
睨
す
る
標
高
５
２
５
メ
ー
ト
ル

の
鶏
足
山
の
山
頂
に
築
か
れ
た
山
城

で
、
古
く
は
初
代
の
備
後
守
護
土
肥
実

平
・
遠
平
父
子
が
本
拠
と
し
た
城
と
も

伝
わ
っ
て
い
る
。
土
肥
氏
は
短
期
間
で

備
後
守
護
を
解
任
さ
れ
、
安
芸
沼
田
庄

に
本
拠
を
移
し
た

が
、
庶
子
家
の
一

部
は
こ
の
地
に
土

着
し
、
竹
内
氏
を

称
し
た
。
南
北
朝

時
代
、
こ
の
城
に

拠
っ
て
南
朝
方
の

旗
を
揚
げ
た
竹
内

弥
次
郎
兼
幸
は
そ

の
子
孫
で
あ
る
。

　

兼
幸
が
挙
兵
し

た
の
は
、
足
利
尊

氏
が
備
後
鞆
を
発
っ
て
東
上
を
開
始
し

た
直
後
の
建
武
３
（
１
３
３
６
）
年
６

月
の
こ
と
で
、
以
後
、
同
年
秋
ま
で
、

兼
幸
は
府
中
青
目
寺
の
別
当
弁
房
、
小

早
川
七
郎
な
ど
と
共
に
活
発
に
行
動

し
、
尊
氏
の
指
令
を
受
け
た
三
善
左
賀

寿
丸
・
山
内
観
西
・
長
谷
部
信
仲
な
ど

と
備
後
各
地
で
干
戈
を
交
え
た
。

見
ど
こ
ろ　
　

南
北
朝
時
代
の
築
城
ら

し
く
、
ほ
ぼ
独
立
し
た
鶏
足
山
の
山
頂

を
南
北
に
細
長
く
削
平
し
て
曲
輪
と
し

た
も
の
で
、一
部
に
土
塁
も
見
ら
れ
る
。

曲
輪
は
山
頂
か
ら
周
辺
に
伸

び
た
尾
根
上
に
も
見
ら
れ
、

尾
根
続
き
に
は
大
規
模
な
空

堀
を
設
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
遺
構
の
ほ
と
ん

ど
は
、
戦
国
時
代
に
毛
利
氏

や
、
城
代
と
し
て
入
っ
た
有

福
氏
が
改
修
し
た
も
の
で
、

南
北
朝
期
ま
で
の
有
福
城

は
、
山
頂
に
わ
ず
か
の
曲
輪

を
設
け
た
だ
け
の
簡
単
な
構

造
で
あ
っ
た
。

田口義之の

備後山城
50選９

史
料
に
登
場
す
る
稀
有
な
山
城

有
福
城
跡

◎
山
城
と
し
て
の
評
価
Ｂ

◎
登
り
易
さ
Ｃ

◎
分
り
易
さ
Ｂ

南麓から望む有福城山

特別講演会
　【日時】　12 月 11 日（日）午後２時～
　【場所】　ふくやま草戸千軒ミュージアム　地下講堂
　　　　　　　（広島県立歴史博物館　福山市西町 2-4-1）
　【講師】　加藤 光臣 氏（三次地方史研究会）

　『三次盆地の古墳時代
　　　　～特に三次地域の古墳の特色について～』

　【会費】　無料
※講演会は事前申込不要。

望年会　講演終了後、講師を囲んで懇親会（望年会）を開催します。　

　【日時】　12 月 11 日（日）※特別講演会終了後（午後 4 時 30 分頃～予定）

　【場所】　福山城「月見櫓」（福山城公園内）
　【会費】　2,000 円（飲み物付）
　【申込】　12 月７日（水）までに申込してください。

　　　　　   ※準備の関係で当日申込はお受けできません。
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古代史部会

古文書講座
「古文書入門」

◆ 11 月 25 日（第 4 金）午後 7 時～
◆場所　福山市民参画センター

【内容】「河本家文書」
◆12 月 24 日（第 4 土）午前 10 時～
◆場所　福山市民参画センター

【内容】「河本家文書」
※12月はいつもと曜日と時間が違います。
　気をつけてください。
※テキスト代別途必要です。

要
申込

初回のみ

「中世を読む」（第 345 回）

◆ 11 月 19 日（第３土）午後２時～
◆福山市民参画センター
◆講師　杉本憲宏（副部会長）

【内容】「山手銀山城周辺につい
て」

※ 12 月・１月は
　お休みします。

「近世福山を読む」（第 45 回）

◆ 11 月 12 日（第２土）午前 9 時 45 分～
◆福山市民参画センター　
◆講師　高木康彦（部会長）
◆内容

「水野家臣団―総奉行 小場兵左衛
門 その 2―」
神嶋町の大手門前から入川下流への
移転や木綿橋・吉津橋の架橋で
総指揮を執った小場兵左衛門の活躍
を取り上げます。

◆ 12 月 10 日（第２土）午前 9 時 45 分～
◆福山市民参画センター　

《第１部》　
◆講師　種本実（副部会長）
◆内容

「「枝益六」について」
明治２３年に大門貝塚から人骨を発掘
した枝益六は、啓蒙所の教師から後
には小学校の校長を勤めるなど生涯
を教育に身を投じた。教育者としての
業績は人口に膾炙されている。彼の
人となりについてご紹介します。

《第２部》　
◆講師　高木康彦（部会長）
◆内容

「水野家臣団―総奉行 神谷治部 その１―」
小場兵左衛門に加え新たに総奉行と
なった神谷治部の活躍を小場家文書
を中心にご紹介します。

中世史部会 近世・近代史部会

会報 193 号原稿募集！
12 月発行の会報193 号の原稿を募
集しています。備後郷土史に関するも
のは何でも差支えなし。論文・論考・
資料提供・絵・写真・俳句・随筆・昔
語り・質問、他、例会報告など会員の
皆様の投稿をお待ちしております。11
月16日（水）までに事務局編集部まで。
規定は16 文字×120 行。（論文・論
考は16 文字×244 行程度）

「古墳講座」（第 374 回）

◆ 11 月 26 日（第 4 土）午後７時～
◆福山市民参画センター
◆講師　山口哲晶（副会長）

【内容】「未定」

※ 12 月は
　お休みします。

お知らせ＆お願い
備陽史探訪の会の各部会の講座について、各講座につき４月より資料代として 100 円を戴
くことになりました。よろしくご了承・ご協力ください。

銀山城の
調査は行
うので来て
ネ～～気軽に

参加して
みてネ


